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介助者の身体負荷軽減を目指した介護服の開発

ケーシーアイ・ワープニット株式会社との共同研究

【研究概要】
介助者にかかる身体負荷、特に下半身への負荷を軽減できる介護服パンツを

開発することを目的とした。身体サポート機能をもたせるための高伸縮性素材を
開発し、それらを用いた切り返しパンツ構造により介護服パンツを試作した。試作
パンツの身体負荷軽減効果を着用実験により検証した。

【試作の介護服パンツ】 腰サポーター構造

腰部～臀部：

2重構造
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腰ベルト

 

面ファスナー

開発パンツ①前面 開発パンツ②前面 開発パンツ後面

【試作パンツ着用実験の結果】
図2は、介助動作を行ったときの筋電図から積分値

(IEMG)を算出し、筋の仕事量として比較した結果である。
どちらの動作時でも、主動筋の大腿直筋、大腿二頭筋、
大臀筋で、市販ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾊﾟﾝﾂ＞市販ｽﾄﾚｯﾁﾊﾟﾝﾂ＞開発
パンツ①＞開発パンツ②の順に筋の仕事量が小さくなり、
試作パンツの腰部～膝部のサポート効果が筋負担を軽
減させたのではないかと推察された。疲労感についても、
筋電図の結果と同様の順に、開発パンツの方が疲労感
が小さいと評価された。また、富山県内の介護従事者
(延べ20名)による着用感アンケートを行った結果、試作
パンツ着用による身体負荷軽減効果が確認できた。

【開発素材の特徴】
介護服パンツ用に開発した

高伸縮性素材のうち、ベース
生地は、市販のトレーニング
パンツ生地よりも伸びやすい。
サポート生地2種（Ⅰ，Ⅱ）につ
いては、市販のスポーツタイツ
生地と同等の伸縮性をもつこ
とがわかる（図1）。 図1 開発した介護服パンツ用生地の伸長特性
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図2 介助動作時の筋の仕事量
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